
 

Before：電話連絡，近所の保護者に連絡帳を預ける 

家庭・保護者 

・忙しい朝に電話は大変。 

・電話が混んでいてつながらない。 

・連絡は済ませて，早く子どもの看病をしたい。 

・夜から熱があるのに翌日しか連絡ができない。 

・近所に仲の良い友達がいない。 

・子どもに連絡帳を持たせるのは心配。 

・コロナ禍で知り合いに頼むのは気が引ける。 

学校・職員 

・忙しい朝に時間が取られてしまう。 

（そもそも時間外） 

 

 

 

 

After：Google フォーム導入 

家庭・保護者 

・スマホ一つ、１分以内で連絡が可能。 

・子どもの看病などに集中できる。 

・夜でも連絡ができる。 

 

学校・職員 

・忙しい朝でも電話連絡が少ない。 

・必要な情報を確実に得ることができる。 

・電話連絡を重要なものに集中できる。 

・電話連絡も必要 

・欠席連絡が一覧で表示できる 

 

その他 

・導入費用０円。 

保護者も学校も教育委員会も費用負担なし。 

・そもそも文科省も勧めている。 

（「学校が保護者等に求める押印の見直し及び学

校・保護者等間における連絡手段のデジタル化の

推進について（通知）」令和２年１０月２０日） 

※ 

※ 

※ 



予想される反応と対策 

Ｑ．ネット環境がない家は？ 

→電話連絡の選択肢も残しておく。多くの保護者が保有

している。 

 

Ｑ．電話で直接連絡したい人は？ 

→電話連絡の選択肢も残しておく。本当に必要な方に絞

ることができる。 

 

Ｑ．なりすましの可能性は？ 

→・電話連絡でも同じく可能性はある。 

・年度ごとにＱＲコードを新しく作ったり，学年ごと，

学年部ごとのコードを作ったりすることでリスク減。 

・保護者の電話番号を記入する欄を設け，リスク減。 

「３日休んだら学校から電話連絡ルール」を校内で決

めておくと安心。 

 

具体的なやり方（例） 

保護者①配布されたQ Rコードをスマホで読み取る   

②指示に従ってタップ・入力していく 

③送信 

学 校④決められた時間に欠席状況を確認 

   （共有ＰＣからログインしてボタン一つをクリックするだけ） 

⑤欠席状況を印刷（メモ・掲示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考「学校が保護者等に求める押印の見直し及び学校・保護者等間における連絡手段のデジタル

化の推進について（通知）」令和２年１０月２０日 文部科学省より 

①ＱＲコード 

④このように表示されます 

②保護者スマホ画面 

ダミー 

ダミー 


